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●ヴァイオリン裳曲集愛の喜び･ユーモレスク

徳永二男
チゴイネルワイゼン

徳永二男(ヴァイオリン)前島園子(ピアノ)/全14曲(72'24''）

Ｔ､ＮＯ

回愛の喜び(ｸﾗｲ入ラー）
回愛の悲しみ(ｸﾗｲｽﾗｰ）

日美しきﾛｽマリン(ｸﾗｲｽﾗｰ）
回ロマンス第２番へ長調作品50(ベートーヴエン）

回ﾗ･フオリア作品5の12(ｺﾚﾙﾘ）
回ハンガリア舞曲第５番(ブラームス）

団ロマンｽｲ長調作品94の2(ｼﾕｰﾏﾝ）
日ユーモレスク(ドヴォルザーク）

回ﾓｽｸﾜの想い出作品6(ｳｨｴﾆｱﾌｽキー）
、ｶﾌﾟﾘｰｽ第24番作品1(パガニーニ）
、序奏とﾛﾝﾄ･ｶﾌﾟﾘﾁｵｰｿ作品２８

（サンーサーンス）
回ｽﾍｲﾝ舞曲(ﾌｧﾘｬ）

囮亜麻色の髪の乙女(ﾄﾋｭｯｼｰ）
回チゴイオ､ルワイゼン作品20-1(サラサーテ）
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●演奏者について●
徳永二男は，横須賀市に生まれ，ヴァイオリニス
トであった父と鷲兇三郎に師事してヴァイオリンを
学ぶこととなりました。そして，毎日学樅コンクー
ル'1,学校の部で第１位を獲得するなど!fI･〈からその
才能を発姉した彼は，1962年に桐朋学I讃|商校音楽科
に人'､験し，′j､澤ｲlf鮒や秋l1l和慶らの帥として知られ
る名教授の斎藤秀雄のもとでさら(二研鑛を承れまし
た。その後，1965年(二第341111音楽コンクールに入賞
を果たした彼は，早くもその翌年に東叶(交響楽I､ｉｌの
コンサート・マスターに就任し，Ｉ|本楽壇史ｋ最年
少のコンサート・マスターとして注目を集め，ソリ
ストとしても精力的な橘勒を開始するまて､に至って
Ｉ，半十､ ≠ ７ Ｏ

Ｌ力'し，さらに研讃に意欲を‘燃やす徳ﾉkは．１９６８
年に文化庁海外派遣研修生としてベルリンに留学し，
ミツシエル・シユヴアルベのもとで.技を磨き．１９７４
年には，第51,1チャイコフスキー・コンクールでデ
ィフ．ロマ賞を受賞しています。そして，この頃力､ら
海外でも華々しい演奏活動を行なうようにtKった彼
は，ブルガリアやソヴィエト各地でリサイタルを開
催したり協奏曲をオーケストラと協演したりして好
評を博していますが，その秀れたﾉJ量を座〈認めら
れることとなった彼は，1976年にＮＨＫ交響楽団の

イ

１､無
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コンサート・マスターに就任しています。
それ力,らの徳永は,ＮＨＫ交響楽I､jIのコンサー｜

マスターとして活躍を続けるだけに留まらず，ソロ
や室内楽の領域でも活発な演奏活動を行ない，現在
の彼は，我が国で鎧も多忙なヴァイオリニストとな
るまて､にも至っています。月なみに，彼の使用楽器
は，1716年製の銘器ストラデイヴアリウスだという
ことです。
このアルバムで徳永二男と協演している前島園子

は，桐朋学同高校音楽科と同大学に学び，岡林千枝
子，井口愛子，斎藤秀雄らに師事したピアニストて、
す｡1969年に桐朋学園大学を首席て卒業した彼女は，
その翌年にオーストリアに留学し，モーツァルテウ
ム音楽大学に入学しました。そして，1973年に同大
学を首席で卒業し敵優秀賞をも得た彼女は，モーツ
ァルテウム財団からリリー・レイマン・メタ鯵ルを授
jﾉされた他，ジ.ユオ､一ヴ国際コンクールやエット・
レ・ポッツオリ国際ピアノ・コンクールにも入賞を
果たし，ヨーロッパ各地て､ソロや室内楽等に意欲的
な活動を開始しています。なお，現在の彼女は，モ
ーツァルテウム音楽大学の講帥を務める傍ら，オー
ストリアを本拠としてヨーロッパ各地で活発な演奏
活動をも続けています。
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て菅箇鋤4，●曲解説●
このアルバムのこと柴田龍一

こり)のﾉJ強くすがすがＬＬ､'|･良演にあるとＬ、えましょ
う。我が１１１ヴァイオリン界のホープ・として活躍を続
ける徳ﾉkは．稀(ﾆみる!|i越したテクニックと若々し
くみずみずしい衣呪ﾉJをその持ち味としたヴァイオ
リニストて．-すが，彼の説iWJに溢れる名技は,ヴァ
イオリンの名IHIの数々からその魅ﾉJを存分に1jlざ出
すまでにも-伝っています。そして，橘曲の名演奏を
収録したこのｱﾙﾊﾑは,雌斬録A鳶な『>て．はの鮮や
かなハ質ともｷＩｌ侠って，きっとヴァイオリン音楽の
鯉醐l味を聰能させてくれることとなるに違いありま
せん。

●このアノレグミムのこと

ヴァイオリンという楽器は，さまざまな楽器のな
かて､もピアノと共に雌も座〈親しまれることとなっ
てＬ，ますが，その魅ﾉJや持ち味は，ヴァイオリンの
旋律楽器としての特‘|･'|z<ニその殆んど大部分が''１米す
るものといえましょう。そして，多くの挿顛の旋徹
梁器のな力'て､I禍・としての位置をIIjめているヴァイ
オリンは，単に１１･英悲歌を教L､継ぐ．だけて．なく，′典
にヴァラエティ（ﾆﾄ，;j;んだ表現ﾉﾉを誇る楽器といえま
すが，ヴァイオリンのその多彩で､噛力'な鍵兇ﾉJは，
古くから大作曲家たちを強く葱き付け，彼らに数多
くの名作を生み出させることとなってきました。
このアルバムには，バロックから近代にやる作Illl

家たちの作11Ⅲ'1が収録きれていますが，これらは，激
あるヴァイオリンのための名曲のなかで､も特に魅ﾉＪ
的で秀れた作Ｉ'１１',といえるものばかりで，以liijから岬
広〈根強L、人気を保ち続けている橘作中の名作ば力、
りです。ここでは．誰の心をも捉えずにはおかない
橘旋律の数々だけて､なく，スタッカート，ピチカー
ト，タ曾プル・ストッピンク等のヴァイオリンの技巧
を巧みに'ｔかした華や力'な名人芸などを'じ､ゆくまで
味わうことがて､きますが，これこそば，ヴァイオリ
ン音楽ならで．はの楽しみに他なりません。
そして，このアルバムのもう１つの魅ﾉJは，徳,ｋ

●曲目に一ついて
●クライスラー：愛の喜び
「愛の喜び」は,|liI時に出版された「受の悲しみ」

と対をなす作品て､，クライスラーの故郷ウィーンの
Iffい舞踏歌のスタイルによるワルツとなっている小
Ｉ１Ｉｌ１で､す。い力､にも愛の喜びを想わせる輝かしくロマ
ンティックな味わＬ,のな力‘(二，ウィーン子クライス
ラーならではの優美で暖かい‘|背感が息づいている珠
ｆの１曲といえましょう。
●クライスラー：愛の悲しみ
「愛の喜び」と共にクライスラーの代表作として

親しまれているこの「受の悲Ｌみ」は．やはりウィ
ーンの古い舞蹄歌のスタイルによるワルツとなって



御溺すZl演奏で坊

Ｉ 鱗ダ

います。そして，ここでは優美な面持ちのなかに，
い力，にも愛の悲しみを想わせるかのようなメランコ
リックな托情がいっぱい(二湛えられています。
●クライスラー：美しきロスマリン
今枇紀前､ｆを代表する大ヴァイオリニストの１人

て.あったＦ･クライスラー（1875-1962）は，作曲家
としても多彩な活動を展開した人物ですが，なかで
もrlらが演奏することを目的に作曲された多くの'｣、
品は，いずれも親しみ易い魅力に富んだ傑作て､す。
一方，ロスマリンとは，香り高L､花を咲かせる「ま
んねろう」のことですが，愛らしい女性の愛称とも
なってＬ，ます。そして，この「美しきロスマリン」
は，清らかなと女に託したクライスラーの思い出と
いった性格が著しいロマンティックな小品で､す。
●ベートーヴェン：ロマンス第２番
ロマンスとは，ロマンティックな性格を特色とし

た''一〈優しい音楽のことです。そして,L.V・ベー
トーヴエン（1770-1827）は，その生涯にヴァイオ
リンのための2つのロマンスを書き残していますが，
この第２番は，第１番と比較してより一層旋律線の
美しさがきわ立っているロマンスて､，さらにそこ(ニ
息づく清i列な杼情もがたいへん印象深L､魅力的な１
曲で､す。

霧
”“』：

●コレルリ：ラ・フォリア
Ａ・コレルリ（1653-1713）は，バロック後期に活
躍したイタリアの作曲家，ヴァイオリニストて.す。
そして，コレルリの代表作として知られるこの「ラ・
ﾌｫﾘｱ」は,1700年にﾛｰﾏて．出版された12のゾ
ナタ集の第12番にあたるもので．ソナタとはいうも
のの，主題とその変奏て､まとめられている楽曲です。
ちなみに，フォリアとは，ポルトガルに起源をもつ
ゆったりとした舞曲のことて､すが，ここでは，その
フォリアの旋律が主題として用いられています。
●ブラームス：ハンガリア舞曲第５番
ジブ°シーの音楽に高い関心を寄せてＬ､たJ､ブラー
ムス（18331897）は，ピアノ連弾のために「ﾉ､ン
ガリア舞曲集」をまとめあげましたが,この曲集は，
後にオーケストラのためにも編曲され，爆発的な人
気を博すこととなりました。そして，そのなかて．も
特に人気のあるこの第５番は，エキゾテイックな色
彩感とエオ､ルギッシュな曲想がまさに絶妙な一致を
遂げた名作で，ヴァイオリンのための編曲によって
も広く親しまれています。

戸、
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●曲解説●解

クワの想い,'11,」は，イl̅ 名な「赤いサラフアン」とい
うロシア趾織の旋律を素材とした。極の幻想INIで，
ヴァイオリンの蕪やかなテクニックとⅡ･災な炎現ﾉﾉ
のﾒｽ方が'１２かされた小耐,となっています。
●パガニーニ：カプリース第24番
Ｎ､パガニーニ（17821840）は，超人的なテクニ
ックを誇るｲ ﾀ ﾘ ｱの ' 1昔んだ伝説的なｳ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ
の名手.で，Ｉ‘Ｉらが概舞するために超絶的な技JIjをふ
んだん(二催り込んだｳｧｲｵﾘﾝINIの数々を作Il I lし
ています。そして，無伴奏ヴァイオリンのための２４
のｶﾌﾟﾘｰｽは，ﾊｶﾆｰﾆの代炎作としてｲ１．橘てﾞ
すが,噸独で.も演奏きれる機会の多いこの第24番は，
i畠迦とその11の変奏によってまとめあげられている
大規模な'1,,'１,'１て､､す｡
●サンーサーンス：序奏とロンド・カプリチオーソ
Ｃ・サンーサーンス（18351921）は，ピアニスト

オルガニストとしても峨々しい椚雌を統けていた近
代 ﾌ ﾗ ﾝ ｽ の作曲 '来て ､す ｡そして . ｽ ﾍ ｲ ﾝ の人ヴ
ァイオリニスト，サラサーテによって初淡されたこ
の「序奏とロンド・カブ勲リチオーゾ」は，ざまざま
なｳｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝの技巧が艦り込まれた棋奏効果の高
い'j,ＩＩｌｌｌｉで．．サンーサーンスならて､はのエスプリに充
t,溢れた優雅な味わいや，多彩な変化に富んだ華麗
なl#I想などがたいへんに魅ﾉJ的な名作です。

● シ ュ ー マ ン ： ロ マ ン ス

ロマン派凸:楽の碓進計として従|'られるＲ,シューマ
ン（18101856)は，1849年にオーボエのための3
つのロマンスを作曲していますが．この作IY1は，が
まざまの旋律楽器のためにも糊IllIされています。そ
Ｌて，ここに収録されたその第２爵は．静かで滴純
な美しさが限りないロマンスで，そこには，いか(二
もシューマンらしい夢想的で激しい.|､Ｉｌｉ熱とロマンも
がＬ､つばL､に湛えられています。
●ドヴォルザーク：ユーモレスク
Ａ､ドヴオルザーク（18411904）は，チェコスロ

ヴァキアの'11低楽派を代災する作'''1家としてイI̅名な
人物で．す。そして，ヴァイオリンのための綿曲によ
って親しまれているこの｢ユーモレスク」は，ユーモラ
スな独I"Iのリズ､ムと業朴にして１１-美な旋伸の美しさ
を#.¥徴とした,｣､ＡＩ'１です。なお，この作Ｉｌ１Ｉｌ１は，l894fI§
に作曲されたピアノのための８つのユーモレスクの
第７番をその原llilとしています。
●ヴィエニアフスキー：モスクワの想い出
Ｈ,ヴイエニアフスキー（1835-1880）は．ポーラ

ンドのﾉｉｆ人だ191廿紀を代災する人ヴァイオリニスト
で，作曲‘家としてもロマンティックなヴァイオリン
曲の数々を手掛けています。そして , ｳ ｨ ｴ ﾆ ｱ ﾌ
ｽキーが18歳の'1,1;に作IIlしたといわれるこの「モス

６
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）●ファIノャ：スペイン舞曲
Ｍ、Ｄ，フアリヤ（1876-1946）は，フランス印象

派音楽の影粋を採り入れた柚''１のⅨ族ｉ茨的作風に
よって知られるスペインの作曲家て､す。そして，Mfi
劇「はかなき人′|§」はフアリヤの1111llt作となった作
IVIですが，その第２牌のはじめて.横奏されるこの「ス
ペイン舞iIlI」は，蝋かなⅨ族色と夕，イナミックな起
伏にi『;『んだA甚楽で，オーケス|､ラのためのピースと
してだけて'なく，ピアノやヴァイオリンのための釉,i
lllIによっても広く親しまれています。
●ドビュッシー：亜麻色の髪の乙女
Ｃ，Ａ・ドビュッシー（1862-1918）は、印象派A：

楽のパイオニアとして折l'られる近代フランスの作1111
家て､す。そして，全12曲より成るピアノのためのＩｉｉｊ
奏曲災第１巻は，そのドビュッシーの代衣作の１つに
挙げられる作ＩＩＩＩ１'て､すが,その第８曲にあたるこの｢INI
麻色の髪の乙女」は，簡紫な旋律と''１在なハーモニ

、

：句

B¥
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凸

一を特色としたＬ､力’にも印象派の作11,1,らい､ユニー
クな１曲で､，ヴァイオリンをはじめとするさまざま
な楽器のための綿llllによっても広く愛聴されてＬ、ま
す。
●サラサーテ:チゴイネルワイゼン
Ｐ．Ｄ､サラサーテ（1844-1908）は，パガニーニ
と並び称せられる19肚紀スペインがﾉtんだ人ヴァイ

オリニストで，’'1らが演奏するために技JIj的なヴァ
イオリンIHIの数々を作曲しています。そして，彼の
代衣作として名11．舟いこの「チゴイオ､ルワイゼン」は，
ジプシーの音楽に取材した作IIII!で，ヴァイオリンの
輝かしL､名人堂が展開されるなかに,堆々しい情熱
や愁いに充ちた杼情を"j,んだんに湛えた魅力的な傑
作で､す-｡

□



宛泌しい課を'つ(陽ﾉ紗の熱気
レポータ ー の 樋 I l さ ん は . い つ も は ｲ ﾍ ﾝ Ｉ ､ の ｺ ﾝ ﾊ ﾆ ｵ ﾝ や ﾌ ｧ
ｯ ｼ ｮ ﾝ ｼ ｮ ｰ の ‘ ､ l 会などで活躍されているお嬢さん。
今IpIは､レコーデ､ｲﾝｸ蝉とL､う彼女の初めての体験を通して,若く、
新鮮なＩ'て､演奏橘･のお二人を追っていただきました。

●RE(ORDINGREPORア●
レコーディンク叡･レポート樋口美幸

-

｛めだけど奥行き，鵬，この箱形。音の反響を体で確
かめられ，安心して演奏で．きる。クラシックのため
(二造られたホールだしね｡」
演奏中の表情とまったく違うんです。笑顔がとっ
ても素敵で．…･･･第一印象もそうでした。陽によく
灼けて，ヨットがよく似合いそうなスポーツマンタ
イプで。
そういえば，徳永さんはファンクラブをお持ちな

んですよね。クラシック界ではあまり例がないんじ
ゃないかしら。
活動のメインは会員のためのサロンコンサート。

その他にも夕食会や誕生会。また，録音されたもの
を優先的に分けていらっしゃるとか。コミュニケー
ションをとっても大切にしたファンクラブの様です。
徳永さんファンの方にはぜひおススメしたいですね。
３時間もの念入りなリハーサルを経て，ピアノと

マイクのセッティングは完壁。さあ，本番の開始で
す。
ミキシングルームは静まりかえり，緊張感に空気

はピンと張りつめたよう。そして，いきなり，美し
く調和された音楽が広がって..…．。それが…･･･何て
言葉にすればいいんでしょう･･･…ただ感激。泣きた
くなっちゃうくらいに。心がきしむくらいに。押し
寄せてくる感動で倒れそうです。五感で音を感じま

８月２８日。ここは洗足学園前田ホール。素敵な音
楽に逢えるうれしさ半分，レポーターとしてのフレ
ッンヤー半分で，私，もうドキドキしています。
午前９時に機材の搬入が始まり，レコーディング

準備に約２時間。
｜｜時。徳永二男さん，前島園子さんがお見えにな

って，その20分後には早速リハーサルが始まりまし
た。
テストにテストを重ね，何度も何度もピアノとマ

イクの位置を変えて．．…・・これはヴァイオリンの自
然な柔らかい音，暖い音を再現するためのセッティ
ングです。

この前田ホールは，今回，徳永さんこ･自身が
特に望まれたホールだそうですが？
徳永「僕の所属してL､るＮ響がこのホールでこけら
浴としをしました。ここはいいんだよね。少し小さ

ぃ
田８

-
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さ”ね。それはたとえ亡くなっても残るものだし。」

いい先生というのは，どういう先生ですか？
徳永「いい先ﾉ椎ってＬ、うのは′|徒への喫求度が高L，
ね。だ力､らﾉ|号従はそのレールのＩ｡.に米るまで・がすご
く大変なんだ｡」

前島さんは？
前島「ええ，井11愛了･先'1呈に。言葉は厳しいけれど，
やっぱりぃＬ，先'1骨なのよね｡」

ところで，外国のいろんな方とも協演されて
いますが,特に印象に残っているもの,ありますか？
徳永「う～ん。いろいろな印象はあるし，一言で．は
いえないよ。そうだなぁ．.…･’九年亡くなられたロ
ウ,ロ・フォン・マタチッチという指揮樹･と協演した
事があるんだけど，その時はもう随分お年を召され
ていて．ツアーの途中て松葉杖から車椅子に変わる
くらい体力的にも大変でね。て．も指揮棒を振る彼の
‘意|､xlはなぜか驚くほど伝わってくるんだ｡スゴイよ･」

徳永さんはＮ響のコンサートマスターでいら
っしゃいますが，コンサートマスターってと．んな事
をなさるんですか？
徳永「j）の上げトーげの指示。そして指揮者とみんな
のパイプ｡役だな。オーケストラって，指揮者がいて，
一番liijに弦楽器があって，木管，金管そしてパーカ
ッションで．しよ。そんな音の即離感を無くしてあげ

９

』

す。……なんて素敵。
レコーディングはというと，演奏者とスタッフ両

者の納得ゆ〈音探し。求める音が録れるまでは絶対
妥協なんてしません。-曲あげるために，ステージ
とミキシングルームを何度も往復し，プレイバック
されたものを聴き，細かいチェックを入れる演奏者
とｽﾀｯﾌ。静かで張りつめた空気の中にもたいへ
んな熱気。
そんな録音の合間に伺ったお話です。

お二人とも桐朋学園のこ，出身だそうですが。
お二人「そうそう。」
前島「あの頃は厳しい授業だったわね,実技重視で｡」

今は？
徳永「′t徒が平均化きれ，ムラは無くなり，ツプは
揃ってＬ,るけれど，パーソナリティーが無くなって
きてるよねえ。僕は斎藤秀雄先乍に息識的に育
てていただL,た。そういえば，Ｌ､い指揮者というの
は，いい音楽づくりをするよね，いる/Lな意1床で､｡」
前島「そうね。商楽づくりって，一言で､いえば“強

ｐ
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聾グー
る役。信用て､結ばれていなければならないね｡」

ご使用のヴァイオリンはストラディヴァリウ
ス・バロン・オッベンハイマーですね。
徳永「別にストラディヴァリウスだから使っている
訳じゃあないんだよ。ただ蜂もう少しいＬ､楽器だと
この音はもっと綺麗に出るのに”というのが頑なり
重なり，行きつくところがストラディヴァリウス。
表現力が醤かだし，自分の要求度に応えてくれる。
健康な楽器だよね｡」

ヴァイオリンって，とってもデリケートな楽
器だそうですが･･･…。
徳永「そう。湿度，気圧に凄く敏感。ヴァイオリン
で次の11のお天気がわかる程だよ。湿度が高いと，
弓をおく高さ，魂柱(こんちゅう）も変わってくる。
弓っていうのは‘馬の尻尾て､出来てるんだけど，湿度
のひと．〈高い時は，長さが２センチも変わつちやう
くらいだ｡」
それにしても，本当に素敵な方々なんです。自分

に厳しく人には優しいっていうのかしら．．…・・言葉
の端々にそんなものが感じられるんです。
さて，その後も録音は精力的に続けられ，演奏も

凄い盛り上がりを見せてくれます。そして，丁寧に

丁寧に，-曲づつが仕上がってゆきます。
二日目。’0時半には録音開始。前日からの盛り上

がりがずうっと続いていて，とても順調に進みます。
うわあ，昨日と同じ緊張感と熱気｡‘‘いいレコードを
作りたい"という全員の気持ちが肌に伝わってきます。
私はただただ驚きっぱなし。だってそうですよね，

今まで何気なく買っていたレコード，その制作が，
こんなに大変だなんて思いもよらなかったのですか
ら…･･･。
それにしても皆さん，ダフです。特に徳永さんは。
「まる二日の録音,ペース配分を少し心配したけど，
スタミナが持ったよ。適度な緊張感を持つ，納得で
きる録音だったな｡｣そう，後でにこやかにおっしゃ
っていましたが。
レコーディングを始めて何時間経ったのかしら｡"時

間の経過が早いのか遅いのかわからないな｡"なんて思
う頃，全曲が完成しました。午後７時20分。最後のチ
ェックをしている演奏者とスタッフ。まわりの空気
は二日間の張りつめたものから穏やかなものへと，
ゆっくり変わってゆきます。終了。ホッとした様な，
もっと聴きたいなあと残念なような･･･…。

Ｉ
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数日前に日本にいらっしゃったばかりですが，

失礼ですけど時差で大変じゃ……。
前島「今年はもう４～５１口l往復しているので，時差
ボケボケて､す。(笑)1011にザルツブルクヘリ市ったら，
今年はもうゆっくりするｆ定て､す｡」

個人的ですが，二日間，耳に体に気持ちよく
って。素晴しい音楽が聴けて，とっても嬉しくって。
前島「そういってもらえると嬉い､で､すね。結局そ
うなんです。好き，嫌い，耳に気持ち良いかどう力,
-なんて､すね｡」

前島さんて，女性らしい優しさに溢れる素晴Ｌい
方です。音楽を離れると，著名なピアニストという
より，山の手の優しいお花の先生というイメージ。
同じ女性として憧れます。私もいつかは，こんな素
敵な女性になっていﾅﾆいって，心から思います。
スポットに照らされたステージでは，最後のジャ

ケット写真の撮影が行なわれています。それを見な
がら，この二日間の貴重な体験をかみしめます。
想像していたものをはるかに越える，素晴しい音

楽のディナーでした。ただ，それを真から味わうだ
けの舌を持っていない自分を，少し悔しく感じま
す。そして，このレコードを手にされる方には，こ
の一枚のレコードの重みを，ぜひ感じて頂きたいっ
て，今，心から思っています。

前島さん，お疲れ様でした。このレコーディ
ングを終えてのご感想を。
前島ｒｆＩｌ気あいあいとして，いい雰川気でやりやす
かったですね｡」

世界を股にかけて大変なご活躍ですが，ピア
ノはヴァイオリンみたいに持ち運び出来ませんし，
その時その時で良かったり悪かつﾅﾆりしませんか？
前島｢以前は,このﾋｱﾉは弾きやすいと力､弾きに
くいと力､思っていましたが，今は段々と合わせる事
が出来るようになりました｡」

じゃ，技術の他にもそういう事が要求される
という事ですか？
前島「いいえ．それが技術なんて．す｡」

オーストリアを始めとした海外で演奏する時
と，日本での時と，何か違いみたいなものはありま
すか？
前島「そうね。観客との会話力，Ｌら。演奏する事に
よって話しかけて，聴くことによってお客様も応え
てくれて。その会話が乗しいですね。ただ，１１本て、
はまだｸﾗ ｼ ｯ ｸ音楽の歴史が浅いせい力‘ ,その会
,満があまり．“…。もっともっと会話したいって,W,います｡」

Ｐ
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マイク･セッティング

洗足学園
前田ホール

スタッフ
総合プロデューサー：小山正敏,八田甫
プロデューサー/ディレクター：里見清司
バランス･エンジニア：池田彰
ピアノ･チューナー：藤村周作
ジャケット：㈱グラバー企画
フォトグラファー：伊藤隆
制作協力：洗足学園
録音場所：洗足学園前田ホール
録音年月日：’986年８月28,29日
企画 ･制作 : D AM推進委員会両詞
製造：東芝EMI株式会社
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録音ダイヤグラム

T u b e 弓 Ｉ

､M‘，。「「
STU舵Ｒ
肥９ 上雷

ＤＡＭオリジナルＤＯＣＤＯＯＯ２（乙女の祈り／宮
沢日ＩIｲ･ )の解説書(4頁以降)はＤＡＭ４５を流用L，
解説中、録音タ・イヤク．ラムもアナログず使用とな
-っていますが、本ＣＤ同様ＳＯＮＹデジタルフ･ロセ
ツサー（ＰＣＭｌ６１０)を使用しております。



ヴァイオリン名曲集愛の再び･ユーモレスク

徳永二男／チゴイネルワイゼン
徳永こり)(ｳｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ )前島側ｲ･ ( ﾋ ｱ ﾉ )

愛の喜び／クライスラー2'58"団
愛の悲しみ／クライスラー3,08‘回

美しきロスマリン／ｸﾗｲｽﾗｰ''47"回
ロマンス第２番／ベートーヴェン8''3"匝

ラ・フオリア／コレルリ'0'37"回
ハンガリア舞曲第５番／ブラームス2.3,"画

ロマンス／シユーマン4'38"団

回ユーモレスク／ドヴオルザーク3’０７”
回モスクワの想い出／ヴイエニアフスキー7‘36‘
囮カプリース第24番／パガニーニ4‘o7”
、序奏とロンド･カプリチオーソ／サンーサーンス8.41
回スペイン舞曲／フアリヤ3‘'６．
回亜麻色の髪の乙女／ドビユツシー7'59”
廐チゴイネルワイゼン／サラサーテ7,59‘




